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１　研究の目的
中央教育審議会（2011）は、「社会的・職業的自

立」や「学校から社会・職業への円滑な移行」を目指す
ために、発達段階に即し、段階を追って組織的・体系的
にキャリア教育を行うことの重要性を述べている。

特別支援学校において、中学部は、小学部（小学校）
で積み上げてきた社会性、自主性・自律性、意欲、関心
等の力を更に伸ばし、変化に対応できる力にするととも
に、体験を通じて職業観や勤労観をはじめとする価値観
の形成・確立をする上で重要な時期である。また、自己
の職業適性や将来設計を具体的に考え、自己実現に向け
た進路選択をする高等部に「つなぐ」という面からも大
きな意味をもつ時期である。

山口県立宇部総合支援学校（以下「本校」とする）は、
知的障害のある児童生徒を中心的対象とした特別支援学
校である。中学部卒業後ほとんどの生徒が本校高等部に
進学しており、生徒指導上の課題や学習上の課題等に関
してはその引継ぎがなされ、連携しやすい環境である。
しかし、キャリア教育・進路指導に関する連携について
は今後の課題とされてきた。

そこで本研究では、将来の社会的自立と就労に向けて、
中学部段階から何を積み重ね、どのような力を育てなけ
ればならないのかを考察すること、また、その必要な力
を身に付けるための具体的な指導の在り方を検討するこ
とを通し、中学部におけるキャリア教育について考察す
ることを目的とした。

２　研究テーマ
中央教育審議会（前出）は、キャリア教育を「一人ひ

とりの社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能
力や態度を育成する教育」ととらえ、「社会的・職業的
自立、社会・職業への円滑な移行に必要な力」の要素の
構造を図1のように示した。同時に、今後のキャリア教
育の中心課題として、図中の「基礎的・汎用的能力」を
確実に育成し、実践的・体験的な活動を充実させること
を提言した。この能力の構成要素として、「人間関係形
成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題
対応能力」「キャリアプランニング能力」があり、これ
らの能力の育成には、他者と協力・協働する姿勢、自己
の役割の理解、肯定的な自己理解、働くことの意義の理
解、将来設計の力等の育成が鍵となると考えられる（表

＊ 山口県立宇部総合支援学校

図１「社会的・職業的自立、社会・職業への円滑な移行
に必要な力」の要素（中央教育審議会、2011）
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１）。なお、ここでいう「社会的自立」とは、一般就労
を中心とした職業的自立のみをめざしたものではなく、
より広義の自立をめざしたものであり、「基盤となる」
とは、例えば就労のための知識・技能等、特定の領域の
ものを意味するのではなく、広義の自立のための基盤・
土台となる能力や態度を意味するものであることに留意
する必要がある。

また森脇（2014）は、勤務校の高等部生徒に「理解
力やスキル面は高いが、社会性の育ちや意欲・態度面な
どに課題の多い生徒が増えてきている」ことを述べ、地
域協働活動の体験を通し、「自尊感情や自己肯定感」の
育成を目指す教育の重要性を指摘している。また上岡
（2013）は、自己有能感を高めるには、「自分の力で
役割を果たす」「周りから認められる体験をする」「共
有感や共感性を重視する」という３つの指導が重要であ
ると述べている。

これらのことから、自己有用感、自己肯定感を高める
体験的な活動を通し、働く意義を理解し、働く意欲を高
めていくことが、中学部段階では必要であると考えた。

３　研究の方法
（１）生徒の実態把握

対象は平成27年度の本校中学部２年生（知的単一障
害）11名であり、働く意欲や態度・心構えを育ててい
くための生活単元学習の指導を実施した。

実態把握のため、授業前に、２種類のアンケートを実
施した。表２は岩本（2015）が使用したアンケートを
一部変更した内容であり、担任と対象生徒に実施した。
表３は仕事についての自由記述式アンケートで、生徒の

みに実施した。また、これらのアンケートを授業後にも
行い、生徒の変容の有無を検討した。

対象生徒11名は、働くことに対して抵抗感はないも
のの、経験不足や自尊感情の低さから、自信のないこと
には積極的に取り組もうとしない傾向がある。

表２　アンケート結果（担任＋生徒）

表３　自由記述式アンケート結果（生徒）

表１　「基礎的・汎用的能力」の具体
具　体

人間関係形
成・社会形成
能力

多様な他者の考えや立場を理解し、相手
の意見を聴いて自分の考えを正確に伝える
ことができるととともに、自分の置かれて
いる状況を受け止め、役割を果たしつつ他
者と協力・協働して社会に参画し、今後の
社会を積極的に形成することができる力

自己理解・
自己管理能力

自分が「できること」「意義を感じるこ
と」「したいこと」について、社会との相
互関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能
性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に
行動すると同時に、自らの思考や感情を律
し、かつ、今後の成長のために進んで学ぼ
うとする力

課題対応能力 仕事をする上での様々な課題を発見・分
析し、適切な計画を立ててその課題を処理
し、解決することができる力

キャリアプラ
ンニング能力

「働くこと」の意義を理解し、自らが果
たすべき様々な立場や役割との関連性を踏
まえて「働く」ことを位置づけ、多様な生
き方に関する様々な情報を適切に取捨選
択・活用しながら、自ら主体的に判断して
キャリアを形成していく力

― 148 ―

松田信夫・宮川百合子



表２のアンケート結果から、全体の傾向として、生徒
は、肯定的な自己理解、働くことの意義の理解、将来設
計の力等の基礎的・汎用的能力が比較的弱いことがみて
とれる。進路として高等部進学ということだけを念頭に
おき、将来どのように働き、生活していくのかはあまり
イメージできていないと考えられる。また、自分の仕事
は自分で決めたいと思ってはいるものの、現実的になり
たい職業や自分の適性、働くために必要とされる力につ
いては理解が不十分であると考えられる。なお、自由記
述式アンケートの結果からの考察を、表３内に太字で記
載した。

（２）単元の全体構想と計画
中央教育審議会（前出）が指摘する「基礎的・汎用的

能力」の育成を目指し、自己有用感、自己肯定感を高め

させることを目的に、生活単元学習「会社で働こう」
（15時間）を計画した。単元計画を表４に示す。

本単元では、高等部産業科の生徒に計画されていた講
義型授業や「ビルメンテナンス」（窓ふき）の体験型授
業を導入し、学部・年齢の異なる生徒同士のかかわりを
通して働く意義や心構え、意欲等を高めさせたいと考え
た。また、同産業科の生徒による地域清掃活動（産業科
職業実践「ビルメンテナンス」の授業で取り組んでいる
地域の清掃活動）にともに参加させ、実際の事業所（介
護老人保健施設）での活動を体験させることで、やりが
いや達成感、自己有用感を味わわせ、将来「働きたい・
働き続けたい」という意欲を高めさせたいと考えた。

また、中央教育審議会（前出）は、キャリア教育にお
ける学習状況の振り返りの重要性についても指摘してい
る。そこで、今回の実践では、一人ひとりの生徒のキャ

表４　生活単元学習「会社で働こう」（15時間）の単元計画

会　社　で　働　こ　う

単元の目標

○体験活動（窓ふき）を通し、働く心構えを身に付け、働く意欲を高める。
○先輩の姿から、将来の自分の姿をイメージする。
○役割を自覚し、実行することで、やりがいや達成感を味わう体験をする。
○先輩や友だちとのかかわりや学校外での社会体験から人との適切なかかわり方を学ぶとともに、支え合い、学

び合う力を培う。

学　習　活　動 学　習　内　容 時間

９月 いろいろな仕事があることを
知ろう（中学部）

○中１の時の、「封筒づくりをしよう」の単元を振り返り、「働く」体験
をしたことを思い出す。

○「産業現場等における実習（高２）」のビデオを視聴し、様々な職種が
あることを知り、将来に向けて、自分に合った、そして自分にできる仕
事を選択していく必要性があることを理解する。

○進路決定に向けて、働く経験を積み重ねていくことが大切であることを
知る。

１

10月

先輩たちから仕事を学ぼう①
（中・高等部）

○高等部産業科が行っている「企業における地域清掃活動」や「産業現場
等における実習」の体験談を聞く。

○高等部産業科の生徒（３年生）から、「働く」心構えや「働く」喜び等
の話を聞く。

1

先輩たちから仕事を学ぼう②
（中・高等部）

○産業科の生徒（２年生）を指導者に、グループに分かれて、役割分担を
しながら、ビルメンテナンス（窓ふき）活動に取り組む。 2

窓ふきの練習に取り組もう
（中学部）

○先輩たちのアドバイスを思い出しながら、マニュアルどおりに窓ふきの
経験を積む。 5

11月

プレ会社体験をしよう
（活動は中学部のみ）
（高等部は参観）

○今までの練習を踏まえ、寄宿舎の窓ふき体験をし、先輩たちからのアン
ケートにより評価を受ける。 1

会社での窓清掃に向けて
（中学部）

○寄宿舎の窓ふき体験を振り返る。
○先輩たちの評価から、課題を見出し、会社での体験に向けて練習に取り

組む。
2

12月

会社で働こう～Ｊ園窓ふき～
【於；介護老人保健施設Ｊ
園】（中・高等部）

○企業における地域清掃活動に高等部産業科生徒と一緒に参加する。
2

体験を振り返ろう（中学部） ○会社での窓清掃を振り返り、感想を話し合うことで、 やり遂げた充実
感や達成感を味わうようにする。 1
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リア発達を促すために、授業で用いる学習プリント、感
想文、礼状等を順次ファイリングさせる学習ポートフォ
リオファイルを作成・活用することとした。

４　授業実践『生活単元学習「会社で働こう」』（15時間）
（１）「いろいろな仕事があることを知ろう（中学部）」
（１／15時間）
①授業の概要

本授業では、高等部卒業までの現場実習の流れを、プ
レゼンテーションソフトを用いて示し、高等部産業科２
年生の「産業現場等における実習」の様子をビデオで実
際に視聴させ、その実習場面の写真を掲示することで生
徒が興味・関心をもてるようにした。最後に本単元の内
容を板書を通して説明し（写真１）、今後の学習活動に
見通しがもてるよう配慮した。

写真１　本単元の内容についての板書

②授業の結果と分析
事前アンケートでは、知っている仕事の種類として、

本校の卒業生が従事している職種についてはほとんど知
らないという結果であった。しかし、実習の様子を収録
したビデオ視聴後、教師の質問に対し、すべての生徒が
多様な職種をあげることができた。また、授業後の感想
には、「挨拶や判断力が必要だということがわかった」
「長時間立ちっぱなしで仕事をしていた」「静かに真剣
に働いていた」「丁寧に集中して仕事をしていた」等、
働く上で必要な姿勢や態度を、先輩の働く姿から学ぶこ
とができていた。また、先輩の働く姿と自分の姿を重ね、
「自分たちもできるように頑張らないといけない」とい
う積極的なイメージをもった生徒もあった。

これらのことから、「働くこと」へのイメージを抱か
せ、「今後の活動」への意欲付けを行う上で、本時は有
効であったと考える。

（２）「先輩達から仕事を学ぼう①（中学部・高等部）」
（２／15時間）
①授業の概要

本授業は、本校において初めての試みである中学部・
高等部合同（以下、「中高合同」と略）の学習である。

高等部産業科３年生３名、産業科主任教員が中学部の授
業に入り、同産業科生徒が実際に行っている「産業現場
等における実習」や「地域清掃活動」の体験談を聞くこ
とにより、中学部生徒が「働く姿勢や態度・心構え」を
先輩から学ぶという内容である（写真２）。

写真２　高等部産業科生徒の説明を聞く中学部生徒

中学部生徒にとってのねらいは、働く上で必要な力や
姿勢、態度等を先輩の話や姿から学ぶという点にあり、
高等部産業科生徒にとってのねらいは、今までの経験を
伝えることで自分自身の活動を振り返り、仕事に対する
姿勢や意義を再認識する点にあった。

同産業科生徒は、事前に学習プリントに自分の伝えた
いことをまとめ、高等部教員の指導により発表の準備を
行い、授業に臨んだ。
②授業の結果と分析

高等部産業科生徒は、写真や板書プレートを提示し
ながら、「産業現場等における実習」と「地域清掃活
動」の様子を具体的に説明し、「働く上で大切なこと」、
「働くために必要な力」、「中学部の時に身に付けてお
いた方がよいこと」、「うれしかったこと・やりがいを
感じたこと」、「清掃するときの心構え」、「清掃する
ときの注意点」等を自分の経験に基づいて話した。また、
説明の難しい部分に関しては、産業科主任教員による補
足説明が行われた（写真３）。

写真３　産業科主任教員（右）による補足説明

授業後の中学部生徒の感想には、「説明の仕方が上手
だった」「（発表のときに）口が大きくあいていて、言
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葉がはっきりしていた」「窓ふきをしている様子をみた
ときも一生懸命ですごいと思った」、さらには、「自分
も将来に向けて先輩のようにがんばりたい」と、先輩へ
の「憧れ」に近い感情を抱き始めたことが伺われた。ま
た、「将来、社会にでて働くときは、あいさつや心構え
が大切だということがわかった」「ずっと立ちっぱなし
で仕事をする体力が必要」などといった、働く上での大
切なことや必要な力・姿勢等を、自分の将来と重ねて考
える生徒も多く見られた。また、授業後の高等部産業科
生徒の感想には、「発表はとても緊張したが、自分たちが
やってきた実習や地域清掃活動を後輩に伝えられてよ
かった」「自分が働くときに大切なことを振り返ることが
できたのがよかった」など、今回の発表を通し、自身の
仕事に対する姿勢や意義を再認識できたことが伺われた。

（３）「先輩たちから仕事を学ぼう②（中学部・高等部）」
（３・４／15時間）
①授業の概要

本授業は、実際に窓ふきの手順を高等部産業科生徒か
ら学ぶという内容であり、同産業科２年生３名と産業科
職業実践「ビルメンテナンス」を担当している高等部教
員と合同で行った。中学部生徒は、①窓ふきの手順を覚
えるという技能面を学ぶこと、②先輩とともに働くこと
で、働く姿勢や態度を学ぶということ、以上の２点をね
らいとした。高等部産業科生徒は、①前回の合同授業同
様、後輩に仕事を教えることで、自分自身の活動を振り
返り、仕事に対する姿勢や意義を再認識すること、②生
徒集団の中でリーダーシップをとる活動を通し、相手の
身になって考える力を身に付けること、以上の２点をね
らいとした。

授業では、高等部教員が、窓ふきを行うにあたっての
心構えや器具の扱い方、手順、注意点等を、高等部産業
科生徒による実演を交えながら、説明した。その後、中
学部生徒は３グループに分かれ、同産業科生徒が一人ず
つ指導者として各グループに入り、道具の準備、手順、
挨拶や報告の仕方等を教えた（写真４）。

写真４　道具の準備について中学部生徒に教える
高等部産業科生徒（右の青服）

②授業の結果と分析
高等部産業科生徒は、中学部生徒の理解度に応じて、

手を添えて一緒に活動したり（写真５）、動きがわかる
ように隣のガラスを使い、タイミングを合わせて動きを
伝えたりする等、相手の立場に立って自分で判断し、わ
かりやすい教え方を工夫する様子が見られた。また、丁
寧な言葉遣いで、穏やかに、そして根気強く指示やアド
バイスを行っていた。仕事の手順を説明するときには、
「はじめに」「次に」「最後に」等、説明に必要な言語
を使用したり、聞き手を意識して指さしをしながら説明
をしたりする生徒も見られた。授業後の感想では、「人
に教えるのは難しかったが、真剣に聞いて窓ふきを一生
懸命してくれてうれしかった」など自己有用感を感じた
ことが伺われた。また、中学部生徒に対して、今回教え
ることを経験することにより、挨拶や返事をされる側の
思いを客観的に捉えることができ、今までの自分自身の
活動を振り返り、仕事に対する態度や意義を再認識した
とする感想も含まれていた。

写真５　手を添えて教える高等部産業科生徒

中学部生徒は、初めての窓ふき活動ということで緊張
感もあったが、高等部産業科生徒からの優しい言葉かけ
や丁寧な言葉遣い、根気強く繰り返しわかるまで行って
くれる説明等により、集中力が途絶えることなく、長
時間活動に取り組むことができた。授業後の感想には、
「先輩のお手本はとてもきれいだったのですごい」「説
明の仕方が上手で立派」「優しく丁寧に教えてくださっ
たのでやり方がわかり、上手になって感謝している」等、
同産業科生徒への憧れの気持ちを抱いたことがわかる。
また、授業後、「窓がきれいにふけてうれしかった」と
いう仕事に対するやりがい・達成感や、「先輩のように
ふけるようになりたい」という目標設定をすること等が
生徒の会話にみられ、本時のねらいにはなかった成果が
あった。この授業を通し、実際に体験すること、そして、
手本となる先輩の姿を自分の目で見ることの有効性が示
されたと考える。
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（４）「窓ふきの練習に取り組もう（中学部）」（５・
６・７・８・９／15時間）
①授業の概要

本授業では、中学部のみで窓ふきの練習を行った。１
時間目の授業は座学を行い、これまでの合同授業におい
て高等部産業科生徒から学んだ内容を振り返ることをね
らいとし、窓ふきにおける心構えやルールの確認を教
師のロールプレイによって行った。ルールについては、
「挨拶」「返事」「報告」「身だしなみ」「言葉づか
い」「時間」の六つの観点を示したが、本単元において
は、中でも特に、「挨拶」（自分から大きな声でする）、
「返事」（「はい」と大きな声で相手に伝わるようにす
る）、「報告」（わからないときはそのままにせず、聞
く）の３点にポイントを絞り、重点的に守るべきルール
とした。２時間目より実際に窓ふきの練習にスムーズに
取りかかれるように、ロールプレイによるルール確認を
行った後、班編制や役割分担、活動の進め方、服装の確
認、道具の準備等の練習等を行った。

３つの班に分け、さらに、グループ内で２人組（以下
「バディ」とする）をつくった。バディについては、生
徒の実態をもとに、互いに協力し、責任をもって自分の
役割を行い、互いに学び合える生徒同士となるように担
当教員で協議し、編制を行った。

また、主体的に生徒たちが活動に取り組めるように、
準備物チェック表（表５）や窓ふき手順表（表６）を作
成した。準備物チェック表は活動前の道具の準備の際に
用い、班員で協力し、道具をそろえ、過不足を自分たち
でチェックできるようにした。また、他者と協力する態
度を養うために、バディ単位で交互に窓ふき作業を行わ
せ、互いに協力し合い、教え合うことができるようにし
た。

窓ふきの練習は１時間単位（45分間）で４回実施し、
毎回作業日誌（表７）への記入を行った。作業日誌には、
活動前に記入する班の目標と自分の目標の欄や、活動後
に記入する自己評価表のチェック欄、記述式の反省・感
想欄、そして、教師からのコメント欄を設けた。自己評
価表のチェック内容は、高等部の作業学習で使用されて
いる評価項目を参考とし、本単元のねらいを考慮して作
成した。また、書字に課題がある生徒にも振り返りを可
能にするため、○・△・×でチェックを行える様式とし
た。作業日誌をもとに、各班で活動後に反省会を行い、
目標の達成度やバディの良かった点、次回の課題等を発
表し合う時間を設けた。司会・進行や班の課題等の発表
は班長が行うこととし、リーダーとしての自覚をもてる
ようにした。
②授業の結果と分析

活動のルールの確認についての授業では、前述した六

表５　準備物チェック表

表６　窓ふき手順表
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つの視点において意図的に誤った言動をした教員のロー
ルプレイを見たあと、「挨拶が間違っている。挨拶は自
分から大きな声でしないといけない」「わからないの
に適当に答えている。わからないときは『わかりませ
ん。教えてください』と言わないといけない」等、誤り
を指摘するとともに、どのようにすればよいのかという
ことまで具体的に考えることができた。また、その発表
は、前時・前々時の中高合同授業において、高等部産業
科生徒からの説明や、活動する中で話題に出てきた内容
をあげていたことから、「先輩から学ぶ」ことの有効性
が明確になった。実際の窓ふきの練習においては、準備
物チェック表を見ながら自分たちで協力して道具をそろ
え、服装が整っているかどうか互いに点検できるように
なっていった。活動当初は、班長が準備物や服装の確認
などを主に担っていたが、活動が進むにつれ、他の生徒
も主体的に確認し合う姿が見られるようになった。当初、
窓ふきを始めるまでに15分かかっていたのが、最終的
にはどの班も５分以内で準備ができるようになった。準
備物チェック表はどの生徒に対しても視覚的にわかりす
く、効果的であったと考える。

また、準備ができた班から班長が教師に報告する方法
をとったが、報告の前に脱帽したり、一礼をしたりす
る等、中高合同授業の前には見られなかった姿、つま
り、先輩の姿から学んだ内容を実際の場面で生かそうと
する主体的な動きが、班長に見られるようになった。適

切な言動に対しては、教師が全体の前で具体的に評価す
ることで、他の生徒にも徐々に浸透していった。バディ
との窓ふき作業においても、生徒同士で「次、お願いし
ます」「ここに拭き残しがあります」等、互いに丁寧な
言葉遣いで話し、作業を協力して行う場面も増えてきた
（写真６）。

写真６　バディでの窓ふきの様子

窓ふきの手順に関しては、手順表（表６）を指しなが
ら、「次の工程は２です」という言葉かけを教師がす
ることで、作業行程を覚えにくい生徒も準備物がわか
り、次の作業行程にスムーズに進むことができた。しか
し、事前に活用方法についての指導を生徒に対して十分
に実施せず、教師の裁量で用いたため、生徒が自主的に
手順表を使う場面がなかなか見られなかった。手順表の
活用方法については、再検討の必要のあることが明らか
になった。

○・△・×で行う自己評価チェックは、書字に課題の
ある生徒に対しては、抵抗なく取り組めるという点では
有効であった。しかし、項目の内容自体の意味が理解で
きず、項目全てに○をつける生徒も見られた。そこで、
評価の際、教師が文章を読み上げ、内容が分かりにくい
生徒には、個別に具体的な内容を例に出し、○・△・×
の基準を明確にすることで、自分の活動の振り返りがで
きるよう配慮した。

自己評価をしたのち、班ごとの少人数での反省会をも
たせたことにより、目標の達成度を個別に確認したり、
バディの良かった点を発表し、互いの良さを認め合った
りするなど、丁寧な振り返りの機会を用意した。そのこ
とにより、自分自身の課題を明確にすることができ、課
題としてあがった点を次回の目標として設定するという
生徒も一部現れた（表８）。

また、個人の振り返りだけでなく、班ごとの活動の振
り返りは、ねらいの一つである「周囲との協力・協働」
の意識を高めるきっかけともなった。

表７　作業日誌の様式
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表８　作業日誌（指導前と指導後）

（５）「プレ会社体験をしよう（中・高等部）」（10
／15時間）
①授業の概要

本授業では、「プレ会社体験」と称し、本校内にある
生徒用寄宿舎において、窓ふきを実施した。バディと協
力しながらこれまでの窓ふきの練習の成果を発揮すると
ともに、自身の課題を明確にすることを目的としたもの
である。高等部産業科生徒に対しては、①後輩への評価
を行う過程を通し、働くルールや態度、心構えを再認識
する、②自分たちが伝えた内容をどれだけ相手が理解し
ているのかを確認することで、自らのコミュニケーショ
ン能力を見直す、以上の２点をねらいとした。評価の観
点を明確にするために、窓そうじ達成度チェック表（表
９）を事前に同産業科生徒に手渡し、当日はその表を用
いて、自分の担当した班の中学部生徒の評価を行った。

表９　窓そうじ達成度チェック表

授業終了時には、寄宿舎主任指導員から、態度面を中
心とした講評と感謝の言葉、地域清掃活動に向けての激
励の言葉等をもらった。また、中学部生徒は、活動後に
窓そうじ達成度チェック表を用い、自己評価を行った。
高等部産業科生徒も同一の達成度チェック表を用いて中
学部生徒を評価した。すなわち、中学部生徒に対して、
自己評価と他者評価の比較ができるようにした。
②授業の結果と分析

学校の敷地内にある寄宿舎は、中学部の生徒にとって、
これまで足を踏み入れたことがなかったということもあ
り、生徒は「学校以外の場所である」という意識を強く
もっていたため、「プレ会社体験」の場所としては適し
ていた。また、将来の自立生活を目指した訓練の場所と
して寄宿舎をとらえ、施設内を知ることができたことは、
今後の生活を考える機会ともなった。

授業終了後の高等部産業科生徒の感想には、「後輩は
一生懸命にやっていた」「前回よりうまくなっていた」
というプラスの評価もあったが、「仕事の手順を間違え
ていた」「水の跡が残っていた」「確認がしっかりでき
ていなかった」「丁寧さが足りない」「教えたときに返
事をしていない」など、課題となる内容をあげる生徒が
非常に多かった。いつもは指導を受ける立場である同産
業科生徒が、中学部生徒の働く姿を客観的に見ることで、
働く態度や必要なスキル等について、具体的に再認識し
たことが伺われた。

窓そうじ達成度チェック表による評価は、具体性のあ
る評価項目を挙げていることにより、チェックしやす
かったという点では有効であった。しかし、評価基準に
関しては、「Ｊ園で働く力が十分身についている」「Ｊ
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園で働く力が身についている」「Ｊ園で働くにはまだ不
十分」という基準が主観的になる可能性のある三択式
だったため、生徒によっては自分自身の力量を評価の基
準にしたり、評価基準が甘いと判断されるケースもあり、
改善の必要のあることが明らかになった。

（６）「会社での窓清掃に向けて（中学部）」（11・
12／15時間）
①授業の概要

本授業は、「プレ会社体験（寄宿舎の窓ふき）の振り
返り」と「会社での窓ふき（地域清掃活動）のための事
前指導」の２時間で構成した。

まず、「プレ会社体験（寄宿舎の窓ふき）の振り返
り」の授業では、①中学部生徒たちが他者からのアドバ
イスを聞き、自分自身の活動を振り返ることにより、自
身の課題を知ること、②感謝されることによって仕事に
対するやりがいや喜びを実感すること、以上の２点をね
らいとした。生徒の感想発表の後、寄宿舎主任指導員、
高等部ビルメンテナンス担当教員、高等部産業科生徒の
三者からのアドバイスを聞く場面を設定し、それらの他
者評価から、自分のよかった点と努力すべき点を見出す
という流れで実施した。生徒の集中力を持続させるため、
三者からのアドバイスの提示の仕方を複数用意した（ビ
デオ上映、プレートでの提示、プリントでの提示）。前
述したように、高等部産業科生徒が前時に記入した達成
度チェック表は、評価基準の客観性に課題が見出された
こともあり、中学部の生徒にわかりやすくするために、
チェック表をもとにした個別の学習プリントを事前に準
備した。学習プリントには、よかった点、努力すべき点
を具体的に教師がわかりやすい言葉で記入したものと、
高等部産業科生徒が自由記述で記入した文章のコピーを
載せた。この達成度チェック表は、自己評価表との比較
のために授業の最後で利用し、客観的に自分の活動を振
り返ることができるように、教員が個別にアドバイスを
行った。生徒が他者からのアドバイスを生かしながら、
思考を深めることができるようにキーワードカードを貼
り、わかりやすい板書を心掛けた（写真７）。

写真７　板書の内容

また、「会社での窓ふき（地域清掃活動）のための事

前指導」では、①当日の日程確認をすること、②会社で
働くときの心構えと注意点の確認をすること、③本番に
向けての窓ふきの手順の最終確認をすること、以上３点
をねらいとした。日程の確認では、実際の会社の写真を
プレゼンテーションソフトで作成し、使用した。地域清
掃活動での心構えについては、中高合同授業の際に高等
部産業科生徒が準備した掲示物を再度教材として活用し
（写真８）、同産業科生徒からのアドバイスをもとにし
て話を進めた。プレ会社体験の反省を生かし、班ごとに
教師が重要なポイントを付け加えながら、実際に窓ふき
を実施することで、窓ふきの手順の最終確認を行った。

写真８　高等部産業科生徒が準備した資料を活用した
板書

②授業の結果と分析
寄宿舎主任指導員からの講評では、特に生徒への感謝

の気持ちに言及している場面を取り上げたところ、生徒
から「うれしい」「やってよかった」など、仕事に対す
る喜びややりがいの言葉が語られた。働く意義、特に、
人の役に立つことによるやりがいの思いや喜びは、実際
の体験活動を通して習得されると考える。

また、高等部教員からのアドバイスについては、具体
例や実演を交えながら説明したことで、よかった点や努
力すべき点について、教師とのやり取りの中でそれぞれ
の生徒が考えることができた。高等部産業科生徒からの
評価は、中学部生徒にとって最も関心が高く、学習プリ
ントを渡した際は、食い入るように真剣な表情でプリン
ト内に記載されたコメントを読む姿が見られた。

先輩のコメントを読むときや達成度チェック表と自己
評価表の比較をするときには、各班の担当教員が個別に
言葉かけを行った。実際に目標を十分達成していても、
自己評価が低く自信のない生徒には、先輩からの他者評
価を見ながら、「あなたはできないと思っているけれど、
この部分はできているということがわかるね」等、自己
肯定感を高めるような指導を心掛けた。逆に、自己評価
が高く、自身の課題を明確に認識できにくい生徒には、
先輩の評価を示しながら、「自分では十分だと思ってい
ても、他の人から見ると返事の声が小さいと思われてい
るんだね。この課題を次に生かせるね」等、生徒が課題
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に気付けるような指導を心掛けた。その結果、授業後の
感想には、「自分は挨拶や返事がよくできていると思っ
たけれど、声が小さかったり、返事をしていなかったり
したことがわかった」「上手にできていると思っていた
が、細かいところができていなかったことがわかった」
等、自己評価だけでなく、他者からの評価があることで、
活動の客観的な振り返りができた。また、「うまくでき
ないと思っていたけれど、バディと協力して頑張ってい
ると言われて嬉しかった」「先輩は自分たちの良かった
ところや頑張らないといけないところをよく見ていると
思った」等、自己有用感や自己肯定感が醸成されている
ことが伺われる感想も見られた。授業の最後には、どの
生徒も、会社での窓ふきに向けて、先輩や先生方の個々
のアドバイスを生かした具体的な目標を設定することが
できたことから、他者からの客観的な評価を丁寧に振り
返ることは、今後の課題を明確にする有効な手だてとな
ると考えられる。

「会社での窓ふき（地域清掃活動）のための事前指
導」では、中高合同授業から２か月以上経過しているに
もかかわらず、キーワードを示せば、高等部産業科生徒
がアドバイスした心構えや注意点の内容をほとんどの生
徒が想起でき、積極的に発表することができた。これま
で心構えや注意点等を担当教員全員が共通認識して指導
にあたってきたこともあるが、「○○先輩が○○と言わ
れていました」という発言が多かったことから、先輩か
らのアドバイスの効力は大きいといえるであろう。

また、プレ体験の反省を生かし、直前に手順を振り返
る時間を設けたのは、生徒が安心感や自信をもって本番
に臨めるという点で効果的であった。

（７）「会社で働こう～Ｊ園窓ふき～（中学部・高等部）」
（13・14／15時間）
①授業の概要

本授業は、高等部産業科の職業実践「ビルメンテナン
ス」の授業の一環である地域清掃活動に合わせ、地域に
ある介護老人保健施設Ｊ園での窓ふき体験（社会体験）
を行った。単元としてのつながりを重視し、高等部産業
科２年生との中高合同授業とした。

今回は、同産業科生徒も職業実践の一環として、清掃
活動に取り組みながら（写真９）、中学部の生徒の様子
を見守り、拭き残しの部位のチェックやアドバイスを行
うという形態をとった。高等部担当教員が全体指導及び
窓ふきに関するアドバイスを行い、中学部の教員は３グ
ループに一人ずつ付き、安全面に配慮しながら、生徒の
主体的な活動を重視しつつ適宜支援を行った。

写真９　高等部・中学部合同の清掃活動

③授業の結果と分析
中学部生徒は、初めての社会体験で緊張気味ではあっ

たが、長時間集中して活動に取り組むことができた。ま
た、職員や利用者に対してほとんどの生徒が挨拶するこ
とができるなど、これまで練習してきた成果が生かされ
る場面が見受けられた。ただし、小さい声であったり、
自分から言えなかったりと、声の大きさやタイミング等
にはまだ課題がみられた。寄宿舎でのプレ会社体験の反
省を生かし、前日の事前指導において手順を最終確認し
たことにより、手順を忘れている生徒はおらず、スムー
ズに窓ふきに取り組むことができた。スクイージーの水
気をとる時にバケツの上で行うことや、アドバイスを受
けたら返事をすること等、プレ会社体験時の高等部産業
科生徒からのアドバイスや高等部教員からの指導内容を
意識し、活動する姿が多くの生徒に見られた。また、帰
校後の生徒から、「きれいになってよかった」「先輩や
先生からほめられてうれしい」「帰る時に利用者のおじ
いさんから『ありがとう』と言われてうれしかった」等、
達成感や成就感、仕事に対するやりがいなどに関しての
発言があった。この心情は、これまでの体験活動の積み
重ねと周囲の人々とのかかわりによって生じたものであ
り、体験活動なくしては習得できないものであろう。

高等部産業科生徒は、自身の作業に取り組みつつも、
中学部生徒に対してさりげない配慮や言葉かけをしたり、
拭き残しを的確に伝えたりする姿が見られた。また、中
学部の生徒の手本となるような返事や挨拶を行うことが
できた。

今回の実践では、社会体験に向けて、学校→寄宿舎→
会社（介護老人保健施設Ｊ園）と段階を踏んで行ったこ
とで、生徒は着実に自信を身に付け、効果的な社会体験
となったと考える。
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（８）「体験を振り返ろう（中学部）」（15／15時間）
①授業の概要

本授業は、これまでの学習を振り返り、まとめを行う
内容である。①感想を伝えあったり、評価を聞いたりす
ることで、やり遂げた充実感や達成感を味わうこと、②
働くことの意義を再確認すること、③充実感や達成感か
ら将来「働きたい」と思えること、以上３点をねらいと
した。

事前に書いた感想を、全員が発表する中で、働く意義
や意欲、喜び等、みんなで共有したい内容については板
書し、一人ひとりの思いや感じたことを大切にし、自己
有用感を高めるように心掛けた。

次に、これまで指導を受けた高等部教員から、会社で
の清掃活動終了時にもらったコメントをビデオ視聴した。
生徒が達成感や自己有用感を実感できるよう、ビデオ視
聴後にコメントの内容を生徒の言葉で引き出し、キー
ワードをカードでホワイトボードに提示した。さらに、
Ｊ園の施設長からのコメントもビデオ視聴し、同様の手
順で振り返りを実施した（写真10）。

写真10　高等部教員と施設長からのコメントの表示

最後に、客観的に自分の姿を見て振り返ることができ
るように、Ｊ園での地域清掃活動の様子を録画した映像
を生徒一人あたり30秒から１分で編集したビデオを準
備した。達成感や成就感を実感し、働く意欲をもてるよ
うにするために、ビデオを視聴しながら、がんばったと
ころ、よかったところ、成長したところ、今後の課題な
どを教員から一人ひとりに伝える時間を設定した。
②授業の結果と分析

生徒は、道具の使い方、丁寧さ、正確さ等の「作業ス
キル」、時間や挨拶・返事・報告、言葉遣い等の「態度
面や心構え」、そして、実際に社会での仕事を体験する
ことによって実感した「働く難しさ」「長時間働くこと
の大変さ」「働く喜び」等、この授業で当初意図した以
上の内容を感想として挙げた。実際に体験することの意
義は大きいと言える。

また、高等部教員、施設長それぞれのコメントのビデ
オは、どの生徒も集中して視聴した。各自が体験による

感想を発表することで一人ひとりの思いを共有し、更に、
他者からの客観的な評価があることで、自己の体験を確
かな学びにつなげることができたと考える。

最後に、生徒一人ひとりの地域清掃活動の様子をビデ
オで視聴しながら教師のコメントを聞く場面では、満足
感・達成感に満ち溢れた表情がどの生徒からも見られた。
授業後に行った「将来働きたいか」という教師からの問
いかけに対し、７割以上の生徒が、将来、働きたいと回
答している点からも、働く意欲の向上について一定の成
果が示されたと考える。

本時終了後に、高等部産業科生徒へ宛ててお礼のメッ
セージを一人ひとりが書く時間を設定した（写真11）。
どの生徒も先輩に対する憧れや尊敬の念、感謝の気持ち
があふれる文章を書いていた。振り返りの中で「先輩の
ようになりたい」という生徒がいたことからも、中高連
携による先輩からの学びの意義の大きさが見てとれる。

写真11　中学部生徒による高等部産業科生徒へのお礼
のメッセージ

５　授業実践『生活単元学習「会社で働こう」』（15
時間）の考察
（１）実践前後の中学部生徒の自由記述式アンケート結
果から

生徒の変容の有無を検討するため、実践前に行った自
由記述式アンケートを実践後にも実施した。表10は対
象生徒のうち、大きな変容の見られた２名の結果である。
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表10　自由記述式アンケートの結果（授業実践前と授
業実践後）

実践前後を比較すると、11名中７名の生徒が、知っ
ている職種が増えたという結果が得られた。授業前は自
身の生活に身近な職種や興味・関心の高い職種しか上げ
られない傾向のあった生徒であったが、授業後には授業
で取り扱った職種のみでなく、多くの職種を挙げていた。
これは、当授業を受けたことで「仕事」についての興
味・関心が高まり、マスメディアや家庭での会話等から
の情報に注目するようになったことが推測される。

また、なりたい職業が具体的かつ現実的な内容へと変
化している生徒が多くみられた。高等部産業科生徒との
かかわりや社会体験により、自分自身が将来どのように
働いていくのかをイメージできた結果であると考える。
また、今回行った窓ふきの仕事に従事したいと回答した
生徒もおり、実体験の力は大きいことが伺われる。

将来働くために身に付けておくべき力として、11名
中８名の生徒が、同産業科生徒からアドバイスを受けた
内容（挨拶、返事、協力、正確性、丁寧さ等）を挙げて
おり、「働く態度」や「基本行動」の大切さを理解して
いることが見てとれる。身近な先輩からの学びの力の大

きさと中高連携の有効性が明らかになったといえるであ
ろう。

（２）実践後の中学部生徒の感想から
授業後の中学部生徒の感想を表11に示した。

表11　授業後の中学部生徒の感想

高等部産業科生徒や先生からアドバイスをもらった点
を「一番頑張れたこと」に挙げている生徒が多く見られ
た。学習ポートフォリオファイルにまとめていた同産業
科生徒や先生のアドバイスのプリントを何度も見返し、
自身の課題を明確にして活動に取り組んだ結果であり、
学習ポートフォリオの有効性が示された。仕事として行
う清掃への取り組み方を実際の社会体験から身をもって
学ぶことができたといえるであろう。

また、同産業科生徒から学んだ内容については、掃除
のスキル面はもちろんのこと、挨拶や返事、報告等の言
葉遣いや人とのかかわり方等も多くあげており、先輩と

質問内容 授業実践前 授業実践後

生
徒
Ａ

１．あなたの知って
いる仕事の種類をで
きるだけ書いてくだ
さい。

宇宙飛行士、
料理人、大
工

宇宙飛行士、料理
人、大工、美容師、
警察、自衛隊、漁
師 、 相 撲 、 ボ ク
シング、ゴルフ、
スーパー、そうじ

２．いま、あなたが
なりたい職業はなん
ですか、くわしく書
いてください。

宇宙飛行士 大工

３．大人になっては
たらくためには、ど
んなこと身に付けて
おくとよいと思いま
すか。

勉強
大きな声であいさ
つや返事ができる
ようにしたいです。

生
徒
Ｂ

１．あなたの知って
いる仕事の種類をで
きるだけ書いてくだ
さい。

コンビニ、
ガソリンス
タンド、動
物園、居酒
屋

コンビニ、ガソリ
ンスタンド、動物
園、居酒屋、スー
パー、バスガイド、
農業

２．いま、あなたが
なりたい職業はなん
ですか、くわしく書
いてください。

動物園でえ
さをあげた
り、動物の
子どもの世
話をしてみ
たい。

ファストフード店
でてきぱきと動い
たり、作ったりし
てはたらきたいで
す。

３．大人になっては
たらくためには、ど
んなこと身に付けて
おくとよいと思いま
すか。

英語を身に
付ける。

返事を覚える（確
認や報告）、仕事
を覚える、助けた
りしてがんばる。

質問内容 感　想　※（　）は回答数
１．Ｊ園での窓ふきにおい
て、一番頑張れたところは
どんなところですか。

○すみずみまで丁寧にする⑶
○正しい道具の使い方で安全

に作業を進める⑶
○時間いっぱい集中して活動

する⑵
○拭き残しや拭きこぼしなど

周囲に気を配る⑵
○どんな場所でも行う⑴

２．これまでの活動をふり
かえって、先輩からどんな
ことを学んだと思います
か。

○隅々まで丁寧すること⑷
○掃除のテクニック⑵
○挨拶や返事の仕方（大きな

声で目を見て）⑵
○はきはきとした言葉遣い⑴
○正確性⑴
○協力⑴
○人に優しく教えること⑴

３．窓ふき（「働く練習」
「仕事についての勉強」）を
終えて感じたことを書きま
しょう。

○うれしかった（できるよう
になって、感謝されて）⑶ 

○むずかしかったけどがんば
れた⑶

○長時間働くことは大変だっ
た⑵

○先輩の挨拶や返事がかっこ
よかった⑵

○先輩のように自分もなりた
い⑴

○協力して仕事ができた⑴
○丁寧にすることの大切さ⑴
○たのしかった⑴ 
○また窓ふきをしたい⑴ 

４．将来、会社や施設で働
きたいと思いますか。「は
い」か「いいえ」どちらか
に○をして、その理由も書
きましょう。

○はい⑻
　お金をためる⑵、人と関わ

れるから⑵、夢があるから
⑵、先輩のようになりたい
⑵、やりがいがあるから⑴

○いいえ⑵
○よくわからない⑴

― 158 ―

松田信夫・宮川百合子



活動をともにし、それを見て真似るところから「働く心
構え」「働く態度」等の理解が深まったと考えられる。

また、中学部・高等部で一緒に活動を行うことで、働
く先輩の姿に憧れの気持ちを抱き、先輩のようになりた
いと思う生徒がみられたことから、高等部産業科生徒が
近い将来の手本となり、中学部生徒の目標となっている
ことがわかる。窓ふきの活動をする中で、寄宿舎指導員、
施設職員、施設利用者等からの多くの感謝の言葉に接し、
それがうれしかったと答えた生徒も多くみられた。その
心情がやりがいや成就感、自己有用感を高めたことが伺
われる。

また、「将来働きたいか」という質問に対しては、
「はい」が７割を超えていた。授業前に「どうして働く
のか」という質問をした際、「生活するため」や「お金
を稼ぐため」という回答がほとんどであったが、授業後
は「やりがい」や「人とのかかわり」等、「働く意義」
について理解を深めた様子がわかる。「いいえ」と答え
た生徒２名は、体格的に小さく体力面に課題のある生徒
であり、今回の実践に対して疲れたとの思いが強く、働
くのはつらいと感じたことが伺われる。

（３）実践後の高等部産業科生徒のアンケートの結果と
感想から

表12は授業実践後の高等部産業科２年生生徒３名の
結果である。

表12　授業後の高等部生徒の感想

アンケート結果から、どの生徒も後輩に教えるにあた
り、言葉遣いや態度に気を付けていたことがわかる。実
際の活動場面でも、中学部生徒に対して丁寧な言葉でわ
かりやすく説明し、作業スキルの度合いや理解度に合わ
せて説明の仕方を工夫している様子が見られた。挨拶や
返事、報告等も手本となるものであり、中学部生徒は先
輩を見習い、実践することができた。これまでの授業や
実習等で培ってきた仕事の知識やスキル、態度等の「働

く」ことに関しての力はもちろんのこと、言語能力や相
手意識といったその他の多くの力を、今回の授業実践の
中で発揮することができたことがわかる。また、すべて
の生徒が、教えることにより後輩がその力を高めていっ
たことに、喜びを強く感じており、生徒の自己有用感を
高めることができたと考える。

高等部産業科生徒が書いた感想（写真12）からもこ
の点が読み取れる。教えるという役割を果たす喜びを感
じたことで自己肯定感も高められたといえるであろう。
今回の中高連携の授業実践は、中学部だけでなく、高等
部産業科生徒にとってもキャリア発達を高める上で効果
があったと考える。

写真12　授業実践後の高等部産業科生徒の感想文

（４）実践前後のアンケートの結果と聞き取り調査から
（中学部学級担任）

学級担任への授業実践前後のアンケート結果を表13
に示す。どの項目も向上していることが分かる。特に実
践後に向上したのは質問項目④（職種の多様性）である。
実践前に比べ、仕事が多様であることに気付いたことが
読み取れる。また、質問項目①（役割の自覚と周囲との
協力）も向上した。班やバディを組んでグループで活動
することから、人と協力することの大切さや仕事に対す
る責任感が芽生えてきたことが伺える。質問項目②（働
く理由）についても向上しており、社会で働く体験を通
じて理解力が高まり、お金を得るということだけでなく、
人の役に立ち、人から感謝され、働く喜びを実感した結
果であると考える。

（５）実践後の教師の感想から
授業実践全15時間を通し、小学部・中学部・高等

部教員・寄宿舎指導員から述べ33名の参観者があり、
キャリア教育や中高連携教育の関心の高さがうかがえた。
授業後の感想には「『後輩に教える』『先輩から学ぶ』
ことの有効性」「体験による学びの有効性」についての

アンケート（５件法※）の質問項目
生
徒
ａ

生
徒
ｂ

生
徒
ｃ

①後輩に教えることはむずかしかった。 ４ ４ ５

②後輩に教えるときに言葉遣いや態度に気
を付けた。 ５ ５ ５

③教えることで自分自身の働く心構えや態
度をふりかえることができた。 ５ ３ ５

④自分が教えたことを後輩ができるように
なったらうれしかった。 ５ ５ ５

⑤また、中学部の後輩と一緒に活動がした
い。 ５ ３ ５
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記述が多く、特にその８割以上の教職員が「来年度以降
も継続的に行っていくとよいのではないか」という意見
を記載していた。

表13　授業実践後の学級担任へのアンケート結果

生徒のキャリア発達を促すという面では、一定の効果
があったと捉えることができるであろう。

従来から行っている指導・支援であっても、将来の姿
を見据えようとする視点があるかないかで、生徒のキャ
リア発達には大きな違いが生じると思われる。そのため
にも、中学部教員が高等部卒業後の生徒の生活の実際を
知ることは重要である。

作業学習については、中学部・高等部で系統性を図る
ため、互いに授業公開・相互参観や情報交換等の機会を
設定することも必要であると考える。そのような取組を
行うことにより、高等部の指導内容や支援方法を中学部
の作業学習に取り入れることができ、生徒の将来を見据
えた系統的な指導・支援が可能となる。また、中学部の
作業学習を指導する教諭が、より良い社会生活のために
身につけさせる必要のある内容を共通理解し、作業種が
違っても一貫した指導・支援にあたれるような仕組みを

教育課程の中に組み込むことも必要であると考える。
卒業後の社会生活を見通して、「基本行動」の定着だ

けでなく、働く意欲や社会生活に関する知識や技能を育
てるために、小学部・中学部・高等部の系統的・継続的
な指導・支援は不可欠である。各学部にキャリア教育の
担当者を配置し、学部相互の連携を強めていくことも今
後必要となってくると考える。

６　総合的考察
本研究では、本校中学部のキャリア教育や進路指導の

在り方を検討するために、中学部におけるキャリア教育
の授業実践を行った。

授業実践では、中高連携による社会体験活動を通して、
生徒の自己有用感や自己肯定感が育ち、働く意欲や働く
態度が高まるとともに、働く意義についても理解が深ま
ることが示された。具体的には以下の２点である。

１点目は、中高連携による体験活動は、中学部生徒の
みでなく高等部産業科生徒にも、また、生徒のみでなく
教員にとっても大きな意義があるということである。中
学部の生徒は、先輩への憧れにより、近い将来の自分の
姿をイメージし、卒業後の夢や希望をもてるだけでなく、
高等部への滑らかな進学も期待できる。また、高等部生
徒は、中学部生徒に教えることで、自身の仕事に対する
スキルや働く態度・心構えを振り返ることができ、さら
に今まで学んできた言語能力やコミュニケーション能力
を発揮できる。また、中学部教員は、高等部教員から、
将来の姿を見据えた有効的な支援を示唆してもらえると
いう点で大きな意義がある。一方、高等部の教員にとっ
ても、早い段階から「働く意義」や｢意欲｣、｢心構え｣を
身に付けた生徒が進学してくることにより、その生徒を
中核とした指導、また、スムーズな進路指導等が可能と
なる。

２点目は、地域での社会体験は、自己有用感・自己肯
定感の育成に効果的であるということである。地域は、
「人に愛されること、人にほめられること、人の役に立
つこと、人から必要とされること」（大山、2009）を、
身をもって感じることができる場であり、「働きたい・
働き続けたい」という気持ちの基盤になる自己有用感や
自己肯定感を高め、自尊感情を育てることができる場と
なりうる。

今回のキャリア教育の取組は一単元（15時間）で
あったが、今後は、全教育活動の中でキャリア教育の視
点を生かした指導計画の作成や授業づくりを、計画的・
系統的・組織的に取り組んでいく必要がある。その中で、
やりがいや自己肯定感を体感し、「働きたい・働き続け
たい」という意欲的な心情が育つ効果的な社会体験活動
を計画的に取り込んでいくことも重要である。そこに地

アンケート（４件法※）の質問項目 実践前 実践後

①自分から役割や仕事を見つけたり、
周りの人と協力したりしながら生活
していますか。

2.55 3.45

②どうして働くか、わかりますか。 2.27 3.00

③いま学校で勉強していることが、将
来大人になって役に立つと思います
か。

2.82 3.09

④いろいろな種類の仕事があることを
知っていますか。 2.09 3.18

⑤学校を卒業したあとに、やりたい仕
事はありますか。 2.82 3.18

⑥将来仕事をするために、いま何をが
んばればよいかわかりますか。 2.36 3.00

⑦自分の好きなことや得意なことがわ
かりますか。 2.55 2.91

⑧学校を卒業した後の仕事は自分で決
めたいですか。 3.18 3.45

⑨自分にあう仕事、あわない仕事がわ
かりますか。 2.27 2.82

⑩自分の将来目標に向けて、生活や勉
強に一生懸命取り組んでいますか。 2.55 2.55

⑪毎日振り返りをして、生活や勉強の
仕方をよくしようとしていますか。 1.55 2.00

※４：はい　３：まあまあ　２：あまり　１：いいえ
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域との協働は不可欠であり、そのノウハウを有する高等
部教員からの情報収集が有効な手立てとなると考える。

実践では中高連携のみを取り上げたが、社会的自立と
就労を見据えた場合、より早い段階からの指導・支援は
欠くことのできないものであり、中・高のみでなく小・
中の連携も検討していく必要がある。学部間の連携、地
域との協働いずれについても、いわゆる「Win‐Winの
関係」、つまり「私にもあなたにも恩恵がある」という
関係を築くことのできる取組が、継続的にキャリア教育
を実践していくためのポイントだと考える。

今後も、授業実践を通し、中学部のキャリア教育・進
路指導の在り方の研究を継続したい。
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